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尚

孝

一

念
仏
対
諸
行
、諸
行
生
不
の
問
題
が
法
然
門
下
の
主
た
る
課
題
と
な
つ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
法
然
が
選
択
本
願
念
仏
の
義
を
根
本
主
張
と
し
、
称
名

念
仏
の
三
行
が
本
願
生
因
の
正
定
業
と
な
し
、
余
善
諸
行
を
所
廃
の
行
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
諸
宗
で
は
諸
行
往
生
が
通
念
で
あ
り
、
専
修
へ
の
非

難
が
こ
こ
に
多
く
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
行
観
の
観
経
玄
義
分
秘
砂
第

一
に

ニ

ニ

ル

ハ

ト

ニ

ノ

ク

セ

テ

同
二門

弟

一如
レ
是
異
義
不

同
有
事
何

云
法
然
上
人
云
弥
陀

如
来
不
レ
為
下
以

二余

ヲ

ノ

ト

ト

ノ

ト

シ

ヘ
ル

ニ

ノ

ヲ

ハ

行

一往

生
本
願
上
唯
以
二
念
仏

一為

二往

生
本
願

一料
簡

給

・故

一
向
専
念
義

各
各

ナ

ニ

ス
ト

モ

ノ

ノ

ニ

ノ

カ

ス
ル

ヲ

ク

ニ

ノ

テ

フ
テ

皆
共
錐
二相
伝
三而
浄
土
三
部
経
中
定
散
諸
行
往
生

様
説
間
此
不
審
持
労

如

ヲ

ス
ル

レ是
異
義
共
建
立

也
。

と
言
つ
て
い
る
如
き
は
、
異
義
異
説
の
原
因
を
よ
く
雲
す
も
の
で
あ
る
。

-一

こ
の
発
表
に
て
は
、
諸
行
生
不
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
指
摘
し
、
論
及
し

た
の
で
あ
る
が
、
紙
面
の
関
係
上
こ
こ
で
は
概
略
述

べ
て
レ
ジ
メ
と
す
る
。

第
一
に
諸
行
認
容
派
に
属
す
る
長
西
、
鎮
西
に
お
い
て
、
往
生
の
行
と
し
て

諸
行
往
生
を
認
容
し
た
も
の
と
し
て
、
念
仏
と
諸
行
を
対
等
視
し
た
と
か
、
積

極
的
に
諸
行
を
主
張
し
た
と
か
見
る
見
方
は
、
必
ず
し
も
当
を
得
な
い
。
特
に

真
宗
側
か
ら
の
見
方
が
強
い
の
で
注
意
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

第
二
に
諸
行
往
生
認
容
派
の
中
に
あ
つ
て
、
諸
行
が
念
仏
と
同
質
に
見
て
、

同
じ
く
報
土
往
生
を
許
す
も
の
と
、
諸
行
往
生
否
認
派
に
あ
つ
て
は
、
念
仏
諸

行
を
異
質
の
も
の
と
し
て
、
念
仏
だ
け
報
土
往
生
を
認
め
て
、
諸
行
は
辺
地
化

土
の
往
生
と
見
る
も
の
と
あ
る
が
、
は
た
し
て
日
常
生
活
の
規
範
の
上
に
、
道

徳
上
、
実
践
上
に
ど
の
程
度
各
派
の
主
張
が
生
き
て
く
る
か
、
そ
こ
ま
で
考
慮

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
西
山
義
で
は
、
念
仏

一
類
説
で
諸
行
往
生
を

認
め
な
い
け
れ
ど
、
念
仏
に
開
会
し
て
還
つ
て
諸
行
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
で
信

後
の
生
活
態
度
に
つ
い
て
教
義
的
に
解
決
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
浄
土
宗
鎮
西
派
の
場
合
、
二
祖
聖
光
の
徹
選
択
集
と
識
知
浄
士
論
を

姉
妹
篇
と
見
て
、
両
書
合
わ
せ
て
諸
行
往
生
を
見
よ
う
と
す
る
学
者
が
あ
る
が

徹
選
択
集
は
諸
行
往
生
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
浄
土
門
の
通
仏
教
的
意
義

を
宣
明
に
す
る
こ
と
と
、
口
称
念
仏
の
深
勝
性
を
論
成
し
た
も
の
で
、
識
知
浄

土
論
と
結
び
つ
け
て
論
じ
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
識
知
浄
士
論
は
諸
行

往
生
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
聖
光
作
と
し
て
扱
う
こ
と
に
私
は
疑
問
を

持
つ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
拙
稿
仏
教
論
叢
第
十
六
号
に

「聖
光
上
人
の
教
学
的

立
場
」
と
題
し
て
述
べ
た
。

第
四
に
鎮
西
派
の
聖
光
、
良
忠
共
に
諸
行
往
生
義
と
し
て
扱
う
学
者
が
あ
る

が
、
聖
光
の
著
作
で
は
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
く
、
良
忠
に
な
つ
て
西
山
義
の
念

仏

一
類
説
、
長
西
ら
の
諸
行
本
願
説
に
対
し
て
、
鎮
西
義
の
立
場
を
明
確
に
規

定
し
た
も
の
で
、
聖
光
を
含
め
て
諸
行
往
生
義
と
し
て
扱
う
こ
と
は
当
を
得
な

い
。
こ
の
点
も
つ
と
史
料
を
細
か
く
見
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

第
五
に
諸
行
生
不
の
問
題
を
な
が
め
る
時
、
諸
行
認
容
派
と
否
認
派
と
に
大

き
く
分
け
ら
れ
る
が
、
細
説
す
れ
ば
、
次
の
三
点
に
そ
れ
ぞ
れ
の
異
説
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
三
つ
に
は
念
仏
諸
行
の
両
往
生
が
因
願
に
お
い
て
、
四
十
八

願
の
う
ち
、
主
と
し
て
第
十
八
・
十
九
・
二
十
の
三
願
の
取
扱
い
に
か
か
わ
る

こ
と
。
二
つ
に
は
往
生
の
証
果
に
つ
い
て
報
土
に
往
生
す
る
か
、
辺
地
化
土
に

往
生
す
る
か
の
異
説
を
生
じ
た
。
三
つ
に
は
諸
行
認
容
派
に
あ
つ
て
も
、

三
類

往
生
か
、
二
類
往
生
か
、
更
に
詳
し
い
教
説
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
点
は
各
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派
互
に
入
り
混
じ
つ
た
見
解
を
以
つ
て
論
成
さ
れ
て
い
る
。

三

認
容
派
の
中
、
長
西
の
諸
行
本
願
義
は
念
仏
の
み
が
本
願
生
因
の
行
で
な

く
、
諸
行
も
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
で
あ
る
か
ら
、
念
仏
諸
行
共
に
報
土
に
生
ず

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
第
十
九
来
迎
引
接
、
第
二
十
諸
行
往
生
の
本
願
と

し
、
そ
の
根
拠
は
大
経
、
観
経
、
般
舟
讃
、
宝
積
経
の
願
文
を
引
い
て
論
成
し

て
い
る
。
長
西
の
念
仏
本
願
義
に
は
、
念
仏
は
勝
で
あ
り
、
諸
行
は
劣
で
あ
つ

て
全
く
念
仏
諸
行
を
対
等
に
見
て
は
い
な
い
。

鎮
西
に
お
い
て
は
、
諸
行
は
非
本
願
の
行
と
す
る
が
、
少
分
の
地
位
を
与
え

て
三
心
具
す
れ
ば
報
土
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
、
ま
た
そ
こ
に
は
九
品
の

別
が
あ
る
こ
と
を
西
宗
要
第
二
に
述
べ
て
い
る
。
三
祖
良
忠
に
至
り
、
広
く
諸

行
往
生
の
問
題
を
論
じ
、
東
宗
要
第
三
に
は
三
経

一
論
、
五
部
九
巻
の
中
に
諸

行
往
生
を
説
い
た
文
献
の
甚
だ
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
決
疑
紗
第
二
に
は
、
第

十
九
を
来
迎
、
第
二
十
を
果
遂
の
願
と
名
づ
け
、
諸
行
を
非
本
願
の
行
と
す
る

の
で
あ
る
が
、
摂
機
の
願
に
よ
り
浄
土
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
唱
導
し
て

い
る
。
こ
れ
は
当
時
、
論
議
の
相
手
と
し
て
長
西
ら
の
諸
行
本
願
義
、
西
山
の

念
仏

一
類
説
が
あ
り
、
激
し
い
対
論
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
従
つ
て
諸
行

往
生
説
が
強
く
前
面
に
表
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

西
山
証
空
に
お
い
て
は
、
報
土
往
生
は
弘
願
に
誓
わ
れ
た
念
仏
以
外
に
あ
り

得
な
い
と
し
て
、
念
仏

一
類
説
を
唱
え
、
本
願
所
成
の
報
土
は

一
味
斉
同
で
あ

つ
て
品
類
差
別
な
く
、
九
品
は
稼
土
修
行
の
人
の
機
品
の
別
を
説
い
た
に
過
ぎ

な
い
と
し
た
。

以
上
認
容
派
に
あ
つ
て
は
、
長
西
の
流
儀
が
最
も
諸
行
往
生
を
積
極
的
に
認

容
す
る
も
の
で
あ
り
、
西
山
に
て
は
安
心
が
確
立
し
た
上
に
、
諸
行
を
念
仏
の

中
に
包
容
し
、
い
わ
ゆ
る
生
け
取
り
に
し
た
も
の
で
、
諸
行
を
功
妙
に
認
容
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
鎮
西
義
は
そ
の
立
場
を
規
定
し
、
ま
た
聖
道

門
の
説
を
も
一
往
認
め
た
も
の
で
、
折
中
説
と
言
え
よ
う
か
。

否
認
派
に
あ
つ
て
は
、
念
仏
と
諸
行
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
、
諸
行
は

直
接
往
生
に
関
せ
ず
と
す
る
派
で
、
隆
寛
、
幸
西
、
親
黛
が
そ
れ
で
あ
る
。

隆
寛
に
あ
つ
て
は
、
本
質
の
念
仏
は
報
土
の
生
因

と
な
り
、
報
土
に
生
ま

れ
、
余
善
諸
行
は
報
土
の
因
と
な
ら
ず
辺
地
に
生
ま
れ
る
と
し
、
報
土
辺
地
の

二
土
往
生
を
説
い
た
。
極
楽
浄
土
宗
義
に
は
報
土
往
生
の
機
と
辺
地
往
生
の
機

と
を
説
き
、
報
土
往
生
の
機
は
本
願
往
生
の
機
で
あ
つ
て
、
さ
ら
に
三
種
の
別

を
説
き
、
第
十
八
・
十
九

・
二
十
の
三
願
の
機
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い

つ
れ
も
本
願
所
成
の
報
土
へ
生
ず
る
と
す
る
。
辺
地
往
生
の
機
は
観
経
に
説
く

九
品
の
人
に
し
て
、
即
ち
帯
惑
疑
生
の
も
の
を
指
す
と
し
て
、
大
経
、
略
論
の

説
を
根
拠
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
願
名
号
の
他
力
に
帰
せ
ざ
る
が
故

に
、
辺
地
に
生
ず
る
の
で
あ
る
と
し
、
無
量
寿
経
の
辺
地
胎
生
と
観
経
の
九
品

往
生
と
を
同
視
し
て
い
る
。
親
鷺
に
て
は
第
十
八
・
十
九

・
二
十
の
三
願
を
以

て
浄
土
三
経
に
配
当
し
、
第
十
九
諸
行
往
生
、
第
二
十
自
力
念
仏
往
生
と
し
て

諸
行
及
び
自
力
念
仏
を
以
て
辺
地
胎
生
の
因
と
し
た
の
は
、
隆
寛
と
同
説
で
あ

る
が
、
隆
寛
は
此
等
の
行
を
本
願
の
中
に
入
れ
ず
、
親
鷲
は
第
十
九
・
二
十
の

両
願
に
基
く
も
の
と
し
た
の
は
隆
寛
と
相
違
す
る
。
こ
の
両
願
の
親
轡
の
見
方

は
、
出
雲
路
の
覚
喩
の
見
方
と
似
て
い
る
が
、
親
驚
は
諸
行
の
報
土
往
生
を
認

め
ず
、
辺
地
胎
生
の
因
と
し
た
所
に
相
違
を
見
る
。

四

か
く
し
て
諸
行
の
報
土
往
生
は
、
経
論
釈
に
諸
行
の
往
生
を
説
く
文
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
鎮
西
、
長
西
ら
は
報
土
往
生
を
許
し
、
隆
寛
、
幸
西
、
親
黛
は

善
導
、
法
然
の
廃
立
釈
を
根
拠
に
、
諸
行
の
報
土
往
生
を
許
さ
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。
か
よ
う
に
各
派
そ
れ
ぞ
れ
法
然
の
教
説
に
根
拠
を
以
て
論
成
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
正
確
に
判
断
し
、
諸
行
往
生
の
異
説
に
つ
い
て

も
広
く
見
渡
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

法
然
門
下

の
諸
行
往

生
観

(
後

藤
)
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八

二
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